












































































実質GDP成長率 設備投資寄与度 民聞消費寄与度 投資十消費寄与度
??????
旭88 ㊧一3 2．68 2．96 5．62 89．3
禍89 魂、9 2．価 2．η 4．碓3 90，5
て990 5．5 2．06 2．26 4．32 78．5
199項 盈．5 0．19 1．72 1．引 76．3








































































































指標 ボトム ピーク ボトム ピーク
設備投資 93年W 97年工 98年W 01年n
建設工事受注 92年n6期先行 96年皿2期先行 97年㎜5期先行 OO年五5期先行

















































指標 ボトム ピーク ボトム ピーク




機械受注 92年亙6期先行 96年W亙期先行 98年II2期先行 O◎年㎜3期先行
一20一
まとめ
　設備投資の対GDP比は2000年度には王6．7％であった。成長率！．7％への寄与も輸出の約
1％を趨えて，！．44と高かった。2000年度は企業部門による成長といえる。名目金額でみ
た設備投資は，1980年度から2000年度までの2！年間の平均が67．6兆円だった。バブル景気
の9！年度が一番大きく94兆円であり，前年の90年度の9！．3兆円は対GDP比20．3％におよん
だ。好況時の実質成長率に対する設備投資の寄与度は大きく，88，89，90年度に2．68，
2．16，2．06であった。しかも消費とあわせると88，89年度ではほぼ90％の寄与である。
　景気循環の山，谷をとらえるにあたっては，四半期設備投資の前年同期比はたいへん有
効である。とくに過去4つの景気の谷において3つが設備投資のボトムと…致している。
設備投資の循環が底を打てば景気は回復に転じるだろうと予想できる。設備投資のピーク
で景気の山を予想するのは困難である。
　設備投資の循環の先行指標としては，建設工事受注が！年以上前から転換を示している
ので，長期で見るときの予想に役立つと思われる。機械受注は2，3期後の設備投資を示
す先行指標として正確であり，景気先行指標でもある。資本財出荷指数は，直近の設備投
資動向を示し，3ヶ月ないし6ヶ月先を見るのに適すると思われる。
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